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研究データに関わる
研究・教育支援人材向け 

Python 活用基礎研修（導入）
附属図書館 研究開発室

甲斐 尚人・神崎 隼人



大阪大学研究データポリシー

３．研究者の責務

３．２ 研究データの公開・利活用

～中略～また、公開にあたっては、利活用

を促進するために研究データの品質の

確保に努めなければならない。

研究データポリシー学内説明会資料より

✓ クリーニングされたデータと適切なデータ管理は、研究の再現性とデータの再利用性を確保

★ 大量・大容量データの正確で効率的な処理が必要

研究データの管理の観点から
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研究データの品質確保（クリーニング・処理）

Christian Steiner, Christopher Pollin, Processing and Cleansing Data(Certificate Course Data Steward, University of Vienna. Modul 3 – 2024.) 
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Christian Steiner, Christopher Pollin, Processing and Cleansing Data(Certificate Course Data Steward, University of Vienna. Modul 3 – 2024.) 

データクリーニング・処理ツール
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Christian Steiner, Christopher Pollin, Processing and Cleansing Data(Certificate Course Data Steward, University of Vienna. Modul 3 – 2024.) 

データクリーニング・処理ツール



附属図書館の過去の取り組み例



今回Python活用基礎研修を実施
◼ 産業科学研究所AIセンター 木村先生・山中技術専門職員 作成教材より
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研究推進部や附属図書館の取り組み

研究データ管理教材の紹介

https://www.cle.osaka-u.ac.jp/ultra/courses/_185820_1/cl/outline



それでは

Python活用基礎研修の始まりです

講師の木村先生、山中様（技術専門職員）お願いいたします
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